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　　　　　　　　　　はじめに
　英国の劇作家ロバート・ボルト（Robert　Bolt）の戯
曲「ア・マソ・フt－・ナーIY　・シーズソズ」（A　Man
for　A　ll　Seasons）は，サー・トマス・モア（Sir　Thomas
More　1477－1535）の伝記をもとに書かれたものであ
る。モァが信念を守り通して権力に屈せず，その結果
ヘソリー八世によって処刑されるに至る経緯が描かれ
ている。この戯曲は初め1954年にラジオドラマとして
放送され，1960年7月1日，ロソドソ，ウ＝zト・エソ
ドのグロープ劇場で初演されたもので，今日に至るま
で英国で上演が繰り返されているボルトの代表的戯曲
といえる作品である。1966年には，ボルト自身のシナ
リtによってアメリカで映画化され，作品，監督，主
演男優，脚色，撮影，衣裳の6部門でアカデミー賞を
獲得，名声を博した。舞台劇の脚本と映画のシナリナ
では，当然のことながら，同じボルトによるものであっ
ても，かなり異なったものとなっている。ここでは舞
台劇のテキストを中心に，ボルトが現代の歴史劇に取
り上げたモアの姿について考察してみたい1｝。
　ロパート・ボルトは，1924年，マソチェスターで生
まれ，マソチェスター・グラマースクールを出てしば
らく働いた後，マソチェスター大学に入り歴史を専攻，
その後エクセター大学を経て教師となり，ラジオドラ
マなどを書いていたが，1957年，Flowen’ng　Cjzeny（花
咲くチェリー）がロソドソの舞台で成功を収めたのを
契機に，翌1958年からは教壇に立つのを止め，劇作に
専念するようになった。1960年には，7「he　Tiger　and
the　Ho　ise，　A　Man　for　All　Setzso　msの二作がロvド
ソで上演され，後者は大好評で，アメリカでも高く評
価された。1963年にet　Gentte　fack，ユ965年クリスマス
には子供のためのTize　Thwai’ting　Of　Baron　Bolli．
gretv，　y∫確〃Vivat　Regina！は1970年以来，度々上演
されている。映画の台本にも力を入れておりAMan
fOl’A　ll　Seasonsの他，　Latvrence｛ゾArabia，　D7’
2アzivago，　Ryan　’sヱ）augh　ter，　Lady　Caroliite　La，nbな
どがある2，。
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　表題の「ア・マソ・フォー・ナール・シーズンズj
をどう訳すかについては，問題がある。高杉一郎「歴
史文学に描かれたトマス・モア」の中に興味深い一節
があるので引用しよう。
　共立女子大学で英文学を教えているDr．　Gardiner
　に「これは，どういう意味でしょうか」とたつねた
　ら，東洋学の専門家だという彼は口では答えず，い
　きなりベソをとって，紙のうえに漢字で「不動」と
　書いて私に示した。「ははあ，これは常盤木とでも訳
　すべきところかな」と私は諒解した3，。
これに対し，澤田昭夫「ボルトの奮四季の男』とトマ
x・モァ」では，エラxムスがr愚神ネL賛』のモア宛
献辞の中でモアをラテソ語でホモ・ナムニウム・ホラー
ルム「四季の男」ないし「万機の男」，と呼んでいるこ
とを指摘し，
　「こころよく，うちとけた態度のゆえに」モアは誰
　に対しても「あらゆる時の男」，いつでも，あらゆる
　たぐいの人間にこころよく応対できる人間だという
　意味である。
と述べている4｝e
　ボルトがこの本の扉に引用している，ロパート・ホ
イヅティソトソのモアについての言葉の中にξaman
for　all　seasons’とあるが，これはエラスムスにならっ
たものと思われる。
　　rモァは，天使のような知恵と卓絶した学問の持主
　である。彼と並ぶ者をわたしは知らない。いったい，
　あのような温厚，謙譲，柔和の人が，ほかにあるだ
　ろうか。しかも彼は，時に応じておどろくべき』ほど
　陽気に遊びさおぐこともあれば，またまじめ一方に
　なることもある。すべての季節の男なのであるS，。」
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ボルトはここから題を選び，エラスムスが評したよう
な人柄としてモアを描いている。しかし，この作品を
通して浮かび上がってくるモアの姿は，頑固なまでに
権力に屈しない「英雄」的な姿であり，一般の人とは
異なる道を歩む「孤独」な姿である。もちろんモアは
「英雄」であることを望んではいない。そのことは，
Ptγドン塔内で象族と殻後の面会をする場面のマーガ
レットとモアの会話にみられる。
　　マーガレット1この国の四分の三が悪いのは，お
　　　父さまのせいではありません。
　　モア：うん。
　　マーガレット：ではそのために苦しみを一身に引
　　　受けようとなさるのは，ご自分を英雄に高める
　　　ことではありませんか。
　　モア：それこそかっこうをつけたいいかただ。だ
　　　がいいか……もしわれわれの生きている国がだ
　　　な，美徳がわれわれの役に立ち，常識がわれわ
　　　れをしあわせにし，欲望がわれわれを聖者にす
　　　る国であれぽ一そうであればおれわれも，英
　　　雄を必要としないその幸福の国で動物か天使の
　　　ように暮らせるだろう。だが事実はどうだ，食
　　　欲，怒り，そねみ，高慢，怠惰，清欲，愚鈍と
　　　いったものが，謙遜，貞潔，堅忍，正義，思想
　　　といったものより，はるかに多くの利益を生む
　　　のが一般ではないか。そこでわれわれは，いや
　　　しくも人聞らしくありたいと思うならぽ，どう
　　　してもすすんで決断しなけれぽならない…i－一と
　　　すれば，おそらくわれわれはやや断固たる立揚
　　　をとらなけれぽならないだろう一たとえ英雄
　　　になる危険をおかしてさえも。
また，妻アリスが「じゃああなたは満足なんですね，
こんなところにネズミといっしょに閉込められている
ことが。わたしたちといっしょに家にいることもでき
るというのに！」と言うのに対し，人さし指と親指の
間を広げて，「もしもこれだけのすきでもあれぽ，くぐ
り抜けてここから逃げ出すだろうejとモアは答え，
マーガレットが「わたしはまだ，お父さまのいらっしゃ
らない家の様子がどんなか，お話してはいませんでし
た。」と言うと，「それはいわないでくれ」と制する場
面にも，決して自ら孤独を選んでいるのではないモア
の姿が垣間見られる6｝。
　ボルトが描き出したモアは何故そのように「孤独」
な「英雄」になるのか。国王ヘンリー八世の絶対の権
力の下で日和見的な人・“の中にあって，どうしても譲
ることのできない自己の魂，つまり良心を守り抜く人
物として，モアを描いているからである。後にもふれ
るが，自己（self）と良心（conscience）は作品の中で
繰り返されるボルトの重要なテーマであるeそれはき
わめて現代的な問題として受け止められる。
　モアは数多くのすぐれた著述があるにもかかわら
ず，『＝・　・－Fピア』をのぞけぽ，現代の愛読者が多いと
は必ずしも言えない。しかし，モアの生涯については，
その著作よりは遙かに興味をそそられる人が多いので
はないだろうか。ボルトは己aman　for　all　seasons’で
あるモアがたどらなければならなかった道に深い興味
をもち，モアと彼をめぐる人々の行動を，現代人の心
を動かす物語に作り上げた。その結果，この劇の観客，
読者はこの表題の意味を，本来の意味から離れて，「不
動の人」としてとらえることになる。「四季の男」ある
いは「すべての季節の男」という表題は，わかりにく
いので，映画の邦題は「わが命つきるとも」となって
いる。
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　二幕からなるこの劇の「時」は，第一幕が、おそら
く1520年代の後半であり，第二幕は「幕間となったの
が1530年のはじめ，そして今は1532年5月の中旬」と
いう説明で始まり，1535年のモアの処刑までである。
第一幕の途中で，1530年11月29日にウルジー・が没し，
次の大法官にモアが選ばれたことが語られているの
で，「1530年のはじめ」というのは矛盾しているが，こ
のような矛盾はボルトの劇の講成上，何の問題もない
ようである。もしそのようなことを逐一詮索するなら，
いたるところに時の錯誤が見られることになる。
　劇はある夜のモア家の夕食後の場面に始まり，11時，
モアがウルジーのもとに呼び出される。到着したのが
深夜1時，帰宅したのが3時である。この一夜の出来
事の中に，トVス・クロムウェルがウルジーの秘書官
になったこと，ウルジーがモアに国王の離婚に関する
重要問題で相談をもちかける場面，ローマ教会信徒
だったウィリアム・ローバーが今はルター信奉者と
なっており，モアの娘マーガレットとの結婚の許可を
求めるが，異端であるカ；ゆえにモァが許さない場面な
ど，多くのことが盛り込まれ，登場人物はすでに大方
出そろっている。実際は，マーガレットが16歳位の1521
年に二人は結婚している。この劇の舞台になっている
のはチェルシーのモア家であるが，1524年にチェル
シーに移るまでモア家はバックラーズベリーに住んで
いた。しかしこのような食い違いは問題ではない。短
い舞台の時間の中に多くの出来事を入れ，観客に矛盾
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を感じさせることなく，早い舞台転換で，一息に，第
一幕のクライマックスともいえる国王ヘンリー八世の
突然のモア家訪問の場面へと劇を運んでいくボルトの
作劇術は見事である。
　第二幕は，上述のように1532年5月，モアが大法官
を辞任する日から始まる。「嫌疑」に答えるようクロム
ウェルのもとで取調べを受け（1534年3月），王の結婚
に関する法令に誓言を拒否したために反逆の罪に問わ
れ，ロソドソ塔に幽閉される（1534年4月）。獄中での
クロムウェルらの訊問，家族の最後の面会，そして，’
リッチの偽証により死刑の宣告を受ける（1535年）。括
弧内の年月は脚本の中には示されてはおらず，第一幕
同様，早い舞台転換で劇は進行する。
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　次に，場面がどのように展開しているかをみよう。
第一幕の舞台は，①チェルシーのモア家から始まり，
②テムズ河を上ってリッチモソドのウルジーの執務
室，③リッチモソドのテムズ河畔の船着場（船頭の
「リヅチモソドからチェルシーまで，河をくだって1
ベソス半」のセリフで①②の揚所が明かになってい
る），④再びモア家の室内，ここで，；平民」による歴
史：書の短い朗読が入り，場面は⑤ハソプトγコート（ウ
ルジーが建ててヘソリー八世に献上したというか，取
り上げられた宮殿）に移る。ここで，クPムウェルと
スベイソの大使カプィスの会話の中に，来週デッド
フォードで「大ヘンリ号」の進水式がおこなわれる予
定で，王みずから舵をとることが語られ，⑥では，そ
の進水式の後，ヘソリー王がチ＝ルシーのモア家に立
ち寄る場面となる。王とモアは庭で話し合うが，王は
突然，潮の変わる時刻を気にして用意した晩餐をとら
ずにリッチモソドに戻ると言う。⑦居酒屋でクロム
ウェルとリッチの密談が行われ幕となる。第二幕は「平
民」による解説で始まり，⑧モア家，⑨舞台奥の小部
屋（おそらくハソプトソコート内），⑩モァ家⑪おそ
らくハソプトソコート内，⑫ハソプトソコートのテム
ズ河畔の船着場，モアの「家にもどろう」というセリ
フで終るが，一転して⑬深夜のロソドソ塔内となり，
⑭同じ場所の朝の場面となる。急に大転換で⑮モァ裁
判の行われるウ＝zトミソスターホール，そして，⑯
断頭台で幕が下りる7）。
　煩雑になるのを顧みず，転換する場面を列挙してみ
て分かることは，テムズ河が重要な役割をしているこ
とである。ロソドンのシティのパヅクラーズベリー一に
あったモアの家が手狭になり，モアー家はチ＝ルシー
の大邸宅に移った。広い前庭はテムズ河の船着場に通
じていた。テムズ河の潮の干満を利用し，河を上って
リッチモンドやハソブトソコートの王宮へ，また，河
を下って，ウ＝ストミソスター，シティ，そしてロソ
ドソ塔へと往来する。テムズ河は重要な道であった。
劇の中で，船でモア家に来たヘソリー八世は，「おれの
道はな，トマス，テムズ河だ，おれの河tisiJと言う。
モァはしぼしぼ王宮に呼び出され，最後はロソドソ塔
に幽閉され，ウェストミンスターに召喚され，タワー
ヒルで処刑される。つまり，モアは常に，チェルシー
の楽闘から，不吉な場所へと移動させられる。暗く水
をたたえるテムズは悲劇のシンボルである。ボルトt3　，
彼自身この本の序文の中で述べているように，劇の詩
的なイメージとして「水」に重要な役割を与えている。
the　sea，　water，　ships，　rivers，　currents，　tides，　naviga・
tion等々の言葉はボルトのそのような意図から出て
くるイメージの連続する言葉なのである9）。
　深夜モアがリッチモソドのウルジーに呼ばれる②の
場面の終り，退場したモアをウルジーは見送り，やが
て蝿燭を持って退場すると「舞台のあかりはほとんど
うばわれる。が，舞台後方一面に，明るい月に照らさ
れた河からの反射で，クモの巣のような模様が映し出
され，廊下や階段のセットが黒い浮き彫りのようにな
る。舞台前方ec－一一条の光があたり1°）」そこで③の河畔の
場面となる。簡素な舞台装置の中で，このように．照明
の工夫が舞台の転換に，際だった役割を果している。
　照明の他にもう一つ舞台回しの重要な役を担ってい
るのが，「平民」（the　common　man）である。観客に
向かって登場人物の説明をしたり，歴史書を読んで解
説するところから，シェイクスピアの「ヘンリー五世」
のコーラス役を連想するが，ボルトの設牢する「平民」
は，黒のタイツに全身包まれ，太鼓腹がくっきり出て
いる中年も下り坂の野卑な感じの男である。この平民
が衣裳かごを持ち込んで，執事の上着と帽子を身につ
ければ，たちまちモア家の執事マシューとなり，船頭
の上着と帽子を取り出しながら，船頭役をこなす。居
酒屋の亭主にもなれぽ，ロソドソ塔の牢番にもなる。
この四つの役をそれぞれ表す帽子が，モアを裁く場で
椅子の上方に吊され，おまけに，この「平民」はモア
の有罪を認める陪審長の役をするeそれだけではない。
最後には首斬り役人の姿になる。もっともこの時は，
自分の衣裳かごにはその衣裳がないことをしぐさでし
めし，クロムウェルから首斬り役人の黒いマスクをも
らう。なんと皮肉な役であろう。「平民」が変身する役
で最も多く登場するのは執事マシューである。モアの
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債記に出てくるかぎりでは，モア家で働く執事，召使
はみな，モアの人柄に影響され，主人に忠実なものば
かりだった。しかし，ボルトの描く執事マシューは，
お金をにぎらされればスパイにもなり，やがてリッチ
の執可脅こなる。
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　16世紀の執事になったr平民」は，先ず，舞台に現
れるモアを紹介し，続いて，モアとの議論に熱中しな
がら登場するリチャード・リヅチを紹介する。他の人
物を登場順にあげるなら，ノーフ非一ク公爵，モアの
妻アリス，娘マーガレット，ウルジー枢機卿，トマス・
クロムウェル，カブィスとその従者，ウィリアム・ロー
バー，国王ヘソリー八世，以上が第一幕に出そろう。
カγタベリー大司教クラソマーは第二幕の終りに登
場，他には証人として呼び出される女一人だけで，人
物の数は必ずしも多くはない。
　ヘンリー八世（Henry　VHI　1491－1547）Oよ，1502年ユ1
歳の時，兄アーサーが天折したため，兄の未亡人で，
スベイソの王女，つまり，アラゴソのフ＝ルナγドニ
世とカスティリアの女王イザベルー世の娘であるキャ
サリソ（Catherine　of　Aragon工485－1536）と婚約した。
兄嫁を妻にすることは禁じられていたのを，スペイソ
とイギリスが政略的に結託し，ローマ教皇の特捌免除
を得ての婚約であった。1509年父ヘソリー七琶が亡く
なると，18歳でヘソリー八世として即位，24歳のキャ
サリンと結婚式をあげた。キャサリγの王妃としての
人気は高く，この結婚は何の障害もないかに見えたが，
生まれた子供6人のうち5人までが，死産であったり，
生後間もなく亡くなったりで，無事残ったのは後にメ
アリー一世となる女の子一人だけであった。男子の世
継ぎを望むへγリーはキャサリソの侍女アン・ブリソ
と結婚したいと思うようになる。ローマ教皇の特別免
除を得て実現したキャサリソとの結婚を取り消すこと
は容易なことではない。時の大法官，ウルジー枢機卿
（Thomas　Wolsey　1475　？　－1530）は王の命令で外交交
渉にあたったが，神聖ローマ帝国のカール五世はスペ
インのカルPZ一世であり，キャサリンの甥にあたる
こともあって，交渉は困難を極め，ウルジー一は失脚す
る。tックスフtt　一ドで学問を修めて聖職者となり，
やがてヘソリー八世の政治と外交に手腕をふるい，権
勢を誇ったウルジーであったが，最後はロソドソ塔へ
送られる途中病死した。
　このウルジーは，モアの知恵を借りたいと深夜モア
を呼び出す，前述の②のシーンにだけ登場する。王の
世継ぎについては毎日祈っているとモアは答え，離婚
の許可をとる実際的な努力が必要ではないかというウ
ルジーの考えと真っ向から対立する。聖職者であるウ
ルジーが俗人のモァに「聖職者の道をすすむぺきで
あったな」と言うと，モアはわらって「あなたのよう
にですか」と言いながら退場する11）。ウルジーの地位
は，1529年モアによって受け継がれる。聖職者ではな
い俗人の大法官の誕生である。しかし，ウルジーの政
治を受け継いでヘソリー八世のために活躍したのば、
卜vス・モアではなく，トvス・クロムウニル（Thomas
Cromwel1？　1485－1540）であったe
　トマス・クロムウェルはこの戯曲の中で重大な役割
をもっている。登場の回数は主人公のモアと互角で，
姿を見せない場面でもしぼしぼ噂ii舌の中に出てくる。
「モアとクロムウxルの物語」と副題をつけてもよい
ほどである。鍛冶屋の息子であったクロムウェルは，
若い時父親と喧嘩をして大陸へわたり，イタリーで兵
士になったり，商人になったりした。学校教育を受け
ていないにもかかわらず，大変な読書家であったらし
く，このイタリー時代にマキャベリの書に親しんだの
かもしれない。独学で外国語をいくつか習得し，法律
の知識も得た。ロソドンへ戻ってから，その語学力と
大陸通であることによって，ウルジーに重用されるよ
うになった。ウルジー失脚後，ヘンリー八世の目にと
まるようになり，1530年12月には国王の参議会員と
なった。以後次々に昇進し，王の離婚問題に関して，
沈黙を続けるモアとは対照的に，有力な王の助言者と
なった。その結果は，学識と徳をもってヨーロッパに
その名を知られ，かつてヘソリーの信任の厚かったモ
ァを断頭台に送り込むことになった。しかし，このク
ロムウェルも，この劇の幕が下りた年から5年後には，
大逆罪のかどで処刑されている。
　へγリー八世の登場は，第一・幕の終り近く，モア家
を突然訪問する場面（前述の⑥の部分）である。この
劇は終始「王の問題」のために展開するのだが，舞台
に王が現れるのは，このシーンのみである。ヘンリー
がモア家を訪ねたことは実際に時々あったことで，こ
の劇にも登場するモアの娘婿ウィリアム・ローバーは，
『トマス・モア伝」の中でこう述べている。
　　　王は，モアとの歓談を好まれ，時には突然チェ
　　ルシーのモア家を訪ねられて，彼と歓をつくすこ
　　ともあった。ここに，ある時などは，前触れなし
　　に来られて，モアと食事をされ，食後は美しい庭
　　を一時間も，彼の肩に手をかけて共に散歩され
　　た12，。
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P－一“　一はまた，モアの信仰生活について，
　　　サー・トマス・モアの日常の習慣は，在宅の場
　　合，自分個人の祈りのほかに，子供たちといっしょ
　　に，七つの詩篇，連蕎，それに続く，とりなしの
　　祈りを唱えるのであったe……そして信仰のため
　　に，時々は独居して，世の中の交際から離れたい
　　と思っていたので，彼の屋敷から相当離れたとこ
　　ろに「新館」と呼ぽれるものを建てた。それには
　　礼拝堂，図書室，回廊があった13｝。
と述べている。王の突然の訪問を知らされても，モア
はこの離れで日常のタベの祈りをしていて，あわてて
モアをさがしている家族の前に粗末な法衣で現れる。
ボルトは，この場面にローバーの次の一節も組み込ん
でいるようである。
　　　ノーフォーク公は，ある時モアとの会食にチェ
　　ルシーに来られ，たまたまモアが教会で，法衣を
　　着て，聖歌隊に混oて歌っているのを見た。礼拝
　　がすんで，二人が腕を組んで家へ帰る道すがら，
　　公はモアに言った，「これはまあ，大法官閣下，教
　　区の牧師モっくりとは，王とその任命の職との名
　　誉：を汚しはしまいか」と。サー・トマス・モアは，
　　公に，にこやかに答えた，「いや，公には，われら
　　が主君たる王が，王の主たる神に私が仕えたから
　　といって，私を怒られたり，また，そのことで，
　　王の賜った職が汚されるとお考えになってはなり
　　ますまい14｝」。
　ヘソリーは，モアの娘マーガレットとラテソ語で会
話を交わしたり，ダソスや音楽の自慢をしたり，「大ヘ
ソリー号」の舵をとり帆を上げたすぼらしい経験を得
意そうに語るが，訪問の真意は，キャサリソとの離婚
闘題をモアに相談することにあった。へγリーは，「レ
ピ記」のr兄弟の妻を犯してはならない15）Jを引用し，
キャサリソとの結婚は間違いであった，罪を犯してい
た，その神罰で息子がもてない，妃を離婚することは
義務であると言う。モアは，「兄弟が共に暮らしていて，
そのうちの一人が子供を残さずに死んだならぽ，死ん
だ者の妻は家族以外の他の者に嫁いではならない。亡
夫の兄弟が彼女のところにλり，めとって妻として，
兄弟の義務を果たし，彼女の生んだ長子に死んだ兄弟
の名を継がせ，…；fi｝」という申命記を引用しようとす
るが，ヘンリーは申命記は疑問の多い書であるとして
受けつけない。ヘソリーは，この件にモアを巻き込ま
ないことにするといいながら，繰り返しモアに相談を
持ちかけ，結局，反対は許さぬと言ってモア家を立ち
去る。
　この後，舞台にヘンリーは登場しないことは，先に
述べた。ヘソリーは学者たちに聖書の解釈をめぐって
研究させ，P一マ教皇と長い間争って問題は解決を見
ず，教皇に反対されているまま，カソタベリー大司教
の力をかりてひそかにアソ・ブリソとの結婚を強行し
た。モアがローバー一に，「もし三つのことが，キリスト
教社会で確立されるならぽ，私はズックの袋に詰め込
まれて，今直ぐにもテムズ河に投げ込まれても悔いな
いだろう。」と語った三つ目のこと，つまり「王の結婚
問題がめでたく結着すること17〕」は，モアの願いとはか
け離れた結果とtり，モアは健康上の理由ということ
で大法官を辞任し，沈黙を守り続ける。
　　　　　　　　　　　　5
　ヘソリーは，国王が「教会の最高首長」であること
を，国内の聖職者に認めさせようとし，強い反対にあっ
て，「キリストの法の許す限りにおいて」という条件が
付けられた。この条件の範囲がどこまで及ぶのかにっ
いて，モアは決して意見を言葉に出さなかった。
　　「わたしはなんの声明も出していない。だまって
　　辞職しただけだ。王が教会の最高権者であること
　　について，王がみずからに許そうとしておられる
　　離婚について，そのあとでおこなわれるであろう
　　結婚についで一一おたしが意見を表明するのを聞
　　いたことがあったか？　IB｝」
　実務的な法律家のクPムウ＝ルは，様々な角度から
モアを屈服させようとする。王の不幸を予言したかど
で処刑された「ヶソトの聖女」エリザベス・／〈・・一トソ
とモアの関わり，また「信仰の擁護者」の名を教皇か
ら与えられた王の書物「七つの秘蹟の擁護」に関して，
モアを追及し反逆を溝成しようとする。国王の議会の
審議の中でこれらのいわぽ「おどし」が行われたので
あるが，ボルトの劇では，すべてクロムウェルの「お
どし」として，モアと対照的にクロムウェルの強い個
性を描き出している。
　1534年春，ラソベス宮で大司教クランv一らによっ
て，モアは「王位継承法」に宣誓するよう要求され，
拒んだためロソドソ塔に監禁された。劇中ではロソド
ソ塔内での尋問として扱われている。1534年秋の議会
で，ヘソリー八世が英国教会の最高善長である事実を
確認する「最高首長令」（Act　of　Supremacy）が成立，
ここでは「キリXトの法の許す限り」は削除された19｝。
　法律の鉄則は「沈黙する者は同意するとみなされる」
であるとして，沈黙を守り続けたモアが，何故大逆罪
の判決を受けることになったのか。劇の終りの裁判の
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シーソにあるように，リッチが，・ソドン塔に監禁さ
れていたモアから書物を取り上げるためということ
で，サウスウェル，バーマ　一一とともにモアに面会した
折，意図的にモアに質問をし，そのモアとのやりとり
を裁判の場で曲げて証言した。リッチは，「議会は王を
教会の最高首長と定める権限はtsい」とモアが言った
と偽証をした20）。モアはわが身に及ぶ危険よりも，リッ
チの偽証の塀を悲しみ，これほどまでに沈黙を守り通
して安全た道を選んできたのに，信用がおけるとは
思っていないリッチのような男に，心を打ち明けるだ
ろうかと言う。ロソドソ塔内でのリッチとモアの会話
は，「もしかりに＿だったとしたら」という架空の
討議の形で行われたものであった。モアは若い法学生
だった時から，このような討議に習熟していた。リッ
チの証言に対し，モアは自分はそのようなことは言わ
なかったと否定した後で，ボルトの劇では雀略されて
いるが，ロー・・　1｛一のi一モア伝」によれば，次のように
述べているe
　　「…　リッチ殿の誓言の通り，実際にそう言った
　　としましても，ただ親しい内輪の話として言った
　　までのもので，何も，事実の断定ではなく，ただ
　　仮定としての話ですから，何かほかに感情を害す
　　るような事情がなければ，悪意をもって話したと
　　考えるのは不当と存じます。そして，悪意のない
　　ところには犯罪は成立しようもあり1ません21）。」
　しかし，架空の討論によoて出てくる架空の考えと
いう，モアの得意とする討議のしかたは，法廷では理
解されなかった22）。
　第一幕の初め，モア家の客となって登場し，終揚面
で偽証により，モアの大逆罪を成立させるのに力をか
すリッチは，この劇では欠かせない役割をもっている。
リチャード・婁ッチ（Sir　Richard　Rich～1496－1567）
は，ロソドソのシティ，モアの生家の近く，聖ローレ
ソス教会（St　Lawrence　Jewry）の教区で生まれた。
この教会は若い頃のモアが，アウグスティヌスの「神
の国jについて連続公麗講義を行ったところである。
リッチは法学院（Miedle　Temple）で学び，法律に通
じるようになる。法学院に入る前に，劇中にあるよう
に，ケンブリ＋yttで学んでいたかもしれない。1529年
には，ミドル・テソブルの講師（Autumn　Reader）を
つとめており，同年11月には，コルチェスターの議員
IC　fっている。1532年5月，ウ；一ルズの検事総長
　（attom8y－geneτa｝for　Wales），翌年10月，法務次官
　（solicitor・－general）となり，ナイトに叙せられてい
る。1535年粥，首長令の宣誓問題に関してt三人のカ
ルトジオ会修道士を審問し，処刑に追込み，続いて5月
には・ンドソ塔に監禁中の・チェスターの司教ジ・
ソ・フィッ1シャー（John　Fosher，1469－1535）を訪問，
フィヅシャーは6月大逆罪に問われ処刑される。ロンド
ソ塔でモアに質問したのは，1535年6月12日のことであ
る。モアの裁判でリッチはモアが「議会は霞王を教会
の最高首長とする権利はない」と述べたと証言しtモ
ァはこれを偽証であるとした。モアの死後，トマス・
クロムウェルを助けて修道院破壊に協力するが，クロ
ムウ＝ルが失脚すると，ガーディナー（Bishop　Ste・
phen　Gardiner）と組んで改革者達の迫害にまわった。
1547年エドワード六世の時代に入って，大法官となり，
1551年病気で辞任するまでその地位にあった。私利を
図ることの達人で，常に最も有利になるように，政治
的，宗教的忠誠心を絶えず変えていく人物であった。
　ボルトはリッチを「欲望の埋もれ火に照らされた，
熱心な満ちたりぬ顔。学問を志しながら，自己疑惑に
かられて俗世間に入り，おのれから救われたいと願っ
ている2鴨人物であると述べている。劇の前半では，モ
アのもとで働きたいとモアにすがりつくが，一方で次
第に実権を握っていくクロムウェルにも接近し，やが
て第一幕の終り，「忠臣」という名の居酒屋で，クロム
ウ＝ルの脅しに近い誘惑に，不安を感じながらも引き
込まれていく。モアが訴訟中の女から贈られた賄賂の
杯をリッチにやり，リッチはそれで立派なガウソを買
うが，この賄賂の件を，クロムウ＝ルはモアに嫌疑を
かけるのに瀧用し，リッチとその女に証言をさせる場
面が第二幕に見られる。モアの汚職の告訴について，
ローバーは『モア伝』の中で，「彼はいろいろの要職に
あって，王や国のために長年のあいだ尽くして来たが，
その間不正とか収賄というような汚職には全く身を潔
白に保って来たので，何人もただの一度でも彼を非難
することができなかった」と述べ，贈賄を受けた時モ
アのとった態度を，呉体的に例をあげて，清廉潔白を
証i男しようとしている24，。
　劇の中のリッチは，常にはっきりと心が定まらず，
おどおどしながらクロムウェルに屈服していくが，最
後の偽証をする場面になると，服装だけでなく，堂々
とした態度になる。
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　先に引用したように，ヘソリー八琶は，自分の道は
テムズ河だと言っていたが，ウルジー，クロムウ＝ル，
リッチは，その河の流れにしたがって進み，モアはそ
の流れに逆らったといえる。モアと親しくしていた
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ノーフォーク公爵も，流れにしたがうようになる。モ
アの親しい家族もモアを流れにしたがわせて死からモ
アを救おうとして果たさなかった。自ら王のよきしも
ぺであると言っていたモアに，王の河の流れに逆らわ
せたのはモアの「良心」であり，モアの「魂」であっ
た。ヘンリーはモアに「反対は許さぬ，…そなたの良
心はそなた自身の問題だ。しかしそなたはおれの大法
官でもある25〕」と言う。また，ウルジーは「王の世継ぎ
のためには，なんらかの手段が必要なのだ，…そなた
の個人的良心のために，そのような手段をどうしてさ
またげることができる？」と聞く。この問いにモアは
　「政治家が公務のために個人的良心を捨て去ると
き・■■彼らは国家をまっさかさまにカナスにおとし
いれることになるのです26）」と答え，また法廷の場では
　「良心についていえばです，忠実な臣民はなににもま
しておのれの良心に忠実でなければならないのです」
とも言う。更にそれは「おのれの魂を大切にするため
の純然たる必要条件」であり，「人間の魂とはおのれ自
身にほかならない27｝」とボルトはモアに言わせている。
　「良心」こそ作品に一貫して流れるテーマと言えよう。
しかし，この現代的なテーマは，二十世紀のボルトの
言葉をかりているが，モアが裁判の場で自らの良心の
自由のために述べた言葉であった。ハープスフィール
　ド2s｝やチェィンバーズの『モア伝』z9）の中で次のように
語りっがれている。
　　　あなた方は，良心のことに就きましては，真の
　　忠実なすべての臣民がすべての外なる世界の他の
　　いかなることに対してよりもその当人の良心と魂
　　に関心を持たざるを得ないものだということを理
　　解なさるべきであります3°）e
　　「良心j‘conscience’という言葉は，十六世紀のモア
ポ用いていた意味と，今日的な意味とでは少し隔たり
がある。この点については，稿を改めて考えたいと思
　うe
　すでにいくつかの例で見たように，ボルトのトマ
・ス・モァは，細かな点で史実との食い違いもないわけ
ではないが，劇の糠成上，意図的に変更を加えている
　とみられるところもあるe全体としては，現代的な解
釈に立ちながら，歴史上の人物モアを決して歪めるこ
　となく描き出してみせた作品であるといえよう。
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